
くらしに役立つイベント情報や、京都生協からのお知らせをお届けします。Information 3.11を忘れない被災地 の 今

　復興公営住宅の入居者のうち政令月収（※1）８万円以下の低所得世
帯は、国の「家賃低減事業」で家賃が低く抑えられています。5年間は
少ない負担で住むことができますが、6年目から少しずつ上がり、11
年目には一般の公営住宅と同じになります。
　宮城県の復興公営住宅入居世帯のうち約7割は政令月収８万円以
下の低所得世帯で、その多くは高齢者です。
　「石巻市の場合、政令月収0円の人の家賃は当初6,700円で11年目
以降は約3倍になります（※2）。今はまだ実感できませんが、収入の少ない高齢者が安心して入っていられる状況にありま
せん」。
　また、災害などで財産を失った時に適用される「雑損控除」も期限（東日本大震災は特例で5年）があります。雑損控除
が無くなると政令月収が上がり、家賃にも影響します。
　復興公営住宅は、被災した人たちにとってようやく落ち着いた“安住の地”です。のぞみ野第二町内会は生活困窮世帯
の町内会費を免除したり、家賃の問題も気軽に相談できるよう顔なじみの関係を増やしたり、互いに支え合うコミュニティ
づくりに取り組んでいます。
　「家賃を払えずに復興公営住宅を出ていく人が多くなれば、それだけで社会問題になるでしょう。特に高齢者は民間ア
パートに入るのが難しいので、ここを出たら本当に困ると思います。私たちも、家賃上昇に備えて生活設計を立てようと話
し合っていますが、行政には低所得世帯も安心して住み続けられる施策を考えてほしいです」。（※3）
　被災自治体は家賃低減事業の延長を国に要望していますが、復興庁は「家賃補助は自治体ごとに対応が可能」として予
定通り10年で事業を終了する予定です。長い避難生活を経て復興公営住宅に入居した人たちが、再び“安住の地探し”を
しなくて済むよう、早急に知恵を絞ることが求められています。
※1　世帯全員の1年間の所得の合計から公営住宅法上の控除を行なった額を１２カ月で割った収入
※2　2017年12月25日時点の試算。石巻市の復興公営住宅１LDKで11年目も政令月収0円の場合
※3　2018年1月、石巻市は独自に低減期間を20年まで延長する方針を固めました

復興公営住宅、家賃上昇に不安

▲「私自身も家賃が 3倍
になったら大変。他の住民
も不安だと思う」と話す、
石巻市のぞみ野第二町内
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さん。

▲石巻市新蛇田地区の
復興公営住宅。昨年11
月地名が「のぞみ野」に変
更になりました。
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環境のとりくみ

推定でレジ袋96万枚（ 原油換算でドラム缶48本分 ）の削減となりま
した。これにより削減できたCO₂量は、40t-CO₂です。

93.0％マイバッグ持参率
3月度

 洛北支部 166,233kwh  洛中支部 208,039kwh
 コープ下鴨 138,437kwh  コープ城陽 212,479kwh
 コープきぬがさ 39,260kwh

各施設の太陽光発電　発電量（設置以降の累計kwh）

種別 回収先 回収量（回収率） 削減CO₂

 牛乳パック 8.7t （36.7％） 7.8t‐CO₂

 トレー 1.1t （40.6％） 5.3t‐CO₂

 ＰＥＴボトル 7.3t （241.9％） 23.6t‐CO₂

 卵パック 2.0t （36.6％） 7.6t‐CO₂

 カタログ類 361.5t （65.4％）

＊リサイクルデータ（2月度）＊

※トレーとPETボトル・ボトルキャップはお店のみ、カタログ類は宅配のみの回収となります。
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つながるって素敵ね！
福祉ボランティア
実行委員募集！

　「ふ」だんの「く」らしを「し」あわせ
に！を合言葉に京都生協や地域にふく
しの思いとボランティアの活動を広げ
たいと集まっています。
　昨年は、実行委員の住んでいる地域
それぞれで立ち上げた「居場所」の運
営についての良かったことや悩みなど
を交流しながら、今話題のサービス付
き高齢者住宅、高齢になったら一緒に
住みましょうと始まったグループリビ
ングなど施設を訪問し、高齢者のくらし
について学び合いました。福祉やボラ
ンティア、地域のつながりづくりに関心
をお持ちのあなた。実行委員になりま
せんか。2018年度第１回実行委員会を
開催します。のぞいてみてください！
日　時  ５月15日（火）

　　　　13：30～
会　場  コープ御所南ビル会議室

　　　   コープ御所南４階
申し込み・問い合わせ

福祉ネットワーク担当（やすなが）
075－465－6882

10：00～16：00（土日祝休）

第63回　京都母親大会に
ご参加ください！

平和募金にご協力
お願いします！

　平和募金は、ピースアクションinヒ
ロシマや沖縄戦跡・基地めぐりの参加
費援助、地域で取り組まれる平和企画
に活用されます。詳しくは、5月7日(月)
～11日(金)に配布する平和募金募集
チラシをご覧ください。

募金は注文書で
5月4回～6月3回の注文書に口数を
ご記入ください。
注文番号
平和募金１口100円

ポイントによる募金
宅配利用で、たまったポイントから募金
する場合は、注文書の6ケタの注文番
号記入欄に以下の番号と口数をご記入
ください。
注文番号
平和募金１口100円（1ポイント1円）

（インターネット注文eフレンズからも
同様に募金できます）

1125

279960

　今年は「消費者保護基本法」が制定されて50年を迎えます。
消費者政策は、保護から自立、そして自覚ある消費者の育成へと変化してきました。
持続可能な社会の実現とその中で消費者の主権はどうなるのか、事例を通じて皆さ
んと一緒に考えたいと思います。
日　時  5月19日（土）　13：00～17：00

・基調講演：事例を通じて「現代の消費者主権」を考える
　講　　師：古谷 由紀子（サステナビリティ消費者会議代表）
・パネルディスカッション：
　＜コーディネーター＞ 原 強（コンシューマーズ京都 理事長）
　＜パネラー＞ 野々山 宏（京都消費者契約ネットワーク理事長）
　　　　　　　川村 幸子（京都生活協同組合副理事長）
　　　　　　　村上 直紀（公社・消費者関連専門家会議ＡＣＡＰ理事）
　＜コメンテーター＞ 古谷 由紀子
・映画「バレンタイン一揆」の上映
場　所  ウィングス京都イベントホール　 交　通  市バス「四条烏丸」下車徒歩５分
募　集  先着240人（申し込み不要）　 参加費  無料
問い合わせ  ＮＰＯ法人コンシューマーズ京都（京都消団連）

075－251－1001　9：30～17：00（土日祝休）

第49回　京都消費者大会
「現代の消費者主権」を考える

2018ピースアクションinヒロシマ参加者募集

　被爆者の平均年齢は80歳を超え、被爆体験を次の世代に継承することが切実に求
められています。全国の生協の仲間とともに被爆のことを学び、平和への願いを交流で
きるように、「ピースアクションinヒロシマ」への参加者を募ります。
日　程  8月4日（土）～6日（月）
集合時間  9：15　帰着時間17：00頃の予定です。

　　　  （JR京都駅と広島駅発着の新幹線での往復です）
企画内容（予定）
8月4日 被爆証言会などに参加
8月5日 午前：大人は「被爆の証言」、
　　　　　　   子どもは「子ども平和会議」へ参加

  午後：日本生協連主催の平和イベント「せいきょう虹のひろば」に参加
8月6日 平和記念式典、平和公園碑めぐり、被爆証言会などに参加
※7月に参加者対象の事前学習を兼ねたオリエンテーションを行なう予定です。
　なお、このイベントに関する運送・宿泊に関わる手配は、株式会社トッパントラベルサー
　ビスが行なっております。
対　象   小学4年生以上のお子さんがおられる場合は親子で参加可能です。

　　　　参加者のうち、小学4年生〜高校生のお子さんは8月5日(日)「子ども
　　　　平和会議」に参加していただきます。
　　　　参加後に報告書（感想文）の提出と生協の諸企画で報告をしていただきます。
　　　　（小学3年生以下の子ども、子どもだけの参加はできません）
参加者自己負担額  大人（中学生以上）30,000円、小学生20,000円

　　　　　　　（平和募金より一部を援助しています）
　　　　　　　※掲載のツアーは、この広告での申し込みは受け付けていません。
　　　　　　　申し込み希望の場合、下記の連絡先へご連絡をお願いします。

連絡締め切り  6月1日（金）
連絡先  西ブロック（担当：山内）

0120－075－136

日　時  6月２4日（日）
　　　　10：00～15：30
 午前：分科会
テーマ

子どもと教育、医療・介護、くらし・年
金・生活保護、食、平和、原発、はたらく
女性のもんだいなど
 午後：全体会
講　演

「地球規模で考えよう
～生かそう憲法　守ろう平和～」
講師：冨田 宏冶さん
　　 （関西学院大学法学部）
会　場  京都テルサ

　　　　・近鉄「東寺」下車、
　　　　　東へ徒歩5分
　　　　・地下鉄烏丸線「九条」下車、
　　　　　西へ徒歩5分
　　　　・市バス「九条車庫」下車すぐ
参加協力券  1000円

※保育ルームあり（要事前申し込み）
申し込み・問い合わせ

第63回京都母親大会実行委員会
075－761－8852

昨年の
様子
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